
 

 

 

 

 

 

 

令和５年 

伊豆の国市教育委員会２月定例会 
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令和５年伊豆の国市教育委員会２月定例会 

 

開会年月日  令和５年２月24日（金） 午後３時00分～午後４時40分 

場   所  あやめ会館２階会議室 

日   程 

１ 冒 頭（学校教育課長） 

２ 開 会（教育長） 

３ 会議録署名委員の決定（教育長） 

４ 会期の決定（学校教育課長） 

５ １月定例会会議録の承認（学校教育課長） 

６ 教育長報告（教育長） 

７ 議事日程（議事進行：教育長） 

日程第 １ 報告第 ７号 
伊豆の国市保育所等における新型コロナウイルス感染症対策

事業費補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について 

日程第 ２ 報告第 ８号 
伊豆の国市長岡温水プール指定管理者物価高騰対策緊急支援

金支給要綱の制定について 

日程第 ３ 議案第 ９号 令和５年度伊豆の国市立図書館の休館日の変更ついて 

日程第 ４ 議案第10号 
市指定文化財候補の適否に係る伊豆の国市文化財保護審議会

への諮問について 

日程第 ５ 議案第11号 
伊豆の国市指定史跡の解除に係る伊豆の国市文化財保護審議

会への諮問について 

日程第 ６ 議案第12号 令和５年度県費負担教職員の人事異動の内申（案）について 

８ 閉 会（教育長） 

 

出 席 者  教育委員会 教育長       増 田 貴 史 雄 

            同   委 員       相 原 昇 明 

            同   委 員       岩 田 幸 晴 

            同   委 員       小 池 陽 子 

            同   委 員       清 水 照 子 

          説明に出席した者の職氏名 

  教育部長          佐 藤 政 志 

  教育施設整備課長      室 野 弘 毅 



 

 

生涯学習課長        山 本 浩 之 

  文化財課長         工 藤 雄一郎 

  幼児教育課長        後 藤 ひろみ 

  学校教育課統括監      久保田 徹 也 

学校教育課教育支援監    内 田 繁 樹 

          会議に出席した事務局の職氏名 

学校教育課長         植 松 正 輝 

副参事兼教育総務係長    鈴 木 重 隆 

学校教育課教育総務係    川 口 真由美 

９ その他（進行：学校教育課長） 

① 小・中学校の児童・生徒の問題行動について 

② 次回以降の定例教育委員会の開催について 

③ （仮称）長岡認定こども園の園舎の配置等について（教育施設整備課） 

 

■植松学校教育課長 

皆さま、こんにちは。本日は、お忙しい中、ご出席いただき、ありがとうござ

います。２月定例教育委員会を始めさせていただきます。 

開会に先立ちまして、増田教育長より、皆さまにごあいさつ申し上げます。 

■増田教育長 

＜略＞ 

■増田教育長 

本日は、４名出席しておりますので、委員会は成立しております。 

ただいまより、令和５年教育委員会２月定例会を開催いたします。本日の会議

録に署名する委員は、岩田委員と清水委員にお願いいたします。 

■植松学校教育課長 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

会期につきましては、本日２月24日、１日のみということで処理をしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

■委員一同 

（異議なし） 

■植松学校教育課長 

ありがとうございます。本日１日だけということでお願いします。 



 

 

次に、先月行いました教育委員会１月定例会開催分の会議録の報告と承認の件

に入ります。 

会議録の写しを配付してございます。実施日、出席者、議案の案件、議決内容、

署名等の会議内容を記載してございます。こちらについては、見ていただき承認

されたということで処理をさせていただきますが、いかがでしょうか。 

■委員一同 

（異議なし） 

■植松学校教育課長 

ありがとうございます。ここで、教育長から報告事項を申し上げます。 

■増田教育長 

＜略＞ 

■植松学校教育課長 

この後、議事に入りますが、ここからの進行は、増田教育長にお願いいたしま

す。 

■増田教育長 

それでは、本日の議事日程に入ります。 

日程第１ 報告第7号「伊豆の国市保育所等における新型コロナウイルス感染症

対策事業費補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について」の説明をお願

いします。 

■後藤幼児教育課長 

幼児教育課後藤です。報告第７号「伊豆の国市保育所等における新型コロナウ

イルス感染症対策事業費補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について」

説明をします。 

この要綱は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、対策を実施する私立の

保育所等に対し、その費用を助成することを定めたものです。また、この補助金

交付要綱は、国の補助事業に合わせて、令和２年３月26日に制定し、令和元年度

分の補助金から適用しています。 

今回の改正は、要綱中の補助対象の期間を変更したものです。 

資料２ページの新旧対照表をご覧ください。 



 

 

要綱の第４補助対象事業の要件等に規定してあります。補助対象期間を令和４

年４月１日から令和５年３月31日に改めたものです。その他の事業内容の変更は

ありません。 

なお、この要綱は令和４年度の補助金に適用します。以上で説明を終わります。 

■増田教育長 

説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

■増田教育長 

続きまして、日程第2 報告第8号「伊豆の国市長岡温水プール指定管理者物価

高騰対策緊急支援金支給要綱の制定について」の説明をお願いします。 

■山本生涯学習課長 

生涯学習課山本です。報告第8号「伊豆の国市長岡温水プール指定管理者物価高

騰対策緊急支援金支給要綱の制定について」説明します。 

この要綱の主旨として、原油価格、物価高騰の影響下において、伊豆の国市長

岡温水プール利用者への、サービス提供を安定的に継続するため、当該施設の指

定管理者である、有限会社 伊豆スイムサポートに対し、予算の範囲内において、

「伊豆の国市長岡温水プール指定管理者物価高騰対策緊急支援金」を、出金する

ものです。 

実施内容ですが、対象施設は長岡温水プールです。支援額については、電気料、

高圧電力については、kWh当たり8.57円。従量については、kWh当たり5.15円。灯

油については、1リッター当たり13.77円を支給します。 

電気料については、燃料調整額の令和３年と、令和４年での、各月の差額の平

均により算出しました。灯油については、令和３年度４月から２月、今年度の４

から２月の価格を比較し、その差額により算出しました。 

対象期間 については、令和４年４月から令和５年３月までになります。 

資料２ページは要綱、資料４ページは様式になります。説明は以上です。 

■増田教育長 

説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

■清水委員 

予算の範囲内ということですが、予算は今、どの位ありますか。 

■山本生涯学習課長 

約5,000千円です。 



 

 

■清水委員 

1年間賄えるくらいの金額ですか。 

■山本生涯学習課長 

そうですね。積算しまして、電気料ですと約2,000千円、灯油だと600千円が支

給される予定です。 

■清水委員 

分かりました。ありがとうございます。 

■増田教育長 

続きまして、日程第3 議案第9号「令和５年度伊豆の国市図書館の休館日の変

更について」の説明をお願いします。 

■山本生涯学習課長 

議案第9号「令和５年度伊豆の国市図書館の休館日の変更について」説明します。 

伊豆の国市立図書館について、中央図書館は月曜日。韮山図書館は水曜日を定

期休館日としています。また、それ以外に、年末年始の休暇、館内整備日として

月末の金曜日等を休館日としています。 

規則のままですと、両館が休館になる日が年間34日になります。市民サービス

を向上するため、できる限りどちらかの図書館を開館するように調整を行うもの

です。中央図書館の開館日数は、規則のとおりでは年間276日ですが、変更するこ

とによって290日になり、14日間開館日が多くなります。また、韮山図書館は年間

279日から290日になり、11日間開館日が多くなります。この変更により、両館が

閉館する日を調整前の34日から、18日に減らすことができます。説明は以上です。 

■増田教育長 

説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

■増田教育長 

よろしいですか。それではお諮りします。議案第9号「令和５年度伊豆の国市図

書館の休館日の変更について」は承認でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■増田教育長 

議案第9号「令和５年度伊豆の国市図書館の休館日の変更について」は、承認さ

れました。 



 

 

続きまして、日程第4 議案第10号「市指定文化財候補の適否に係る伊豆の国市

文化財保護審議会への諮問について」の説明をお願いします。 

■工藤文化財課長 

文化財課工藤です。議案第10号「市指定文化財候補の適否に係る伊豆の国市文

化財保護審議会への諮問について」説明します。 

今回、候補として諮問する案件は、伊豆の国市文化財保護条例第25号に準用す

る第4条の規定に基づき、伊豆の国市指定無形民俗文化財の指定の適否について諮

問するものです。 

対象となる有形文化財は、原木地区にある、荒木神社の三番叟になります。こ

の三番叟は、毎年秋の例大祭に奉納される三番叟です。伊豆の国市内には、現在

５つの三番叟が伝承されていますが、その内、大仁地区の３カ所については、既

に指定を受けています。 

残りの２つ、原木地区、寺家の守山八幡宮に奉納されるもの、この２つはこれ

まで指定されていませんでした。そのこともあり、今回、専門の調査員による調

査を行い、指定の諮問をする運びとなりました。 

なお、今回、荒木神社の三番叟のみが対象となっている理由ですが、４年度秋

の守山八幡宮例祭において祭祀のみが行われ、三番叟については奉納されなかっ

たため、調査ができませんでした。次の機会を待つということで、今回は原木の

荒木神社の三番叟のみが対象になりました。 

指定調書等については、資料３ページ以降に記載があります。他の地区の三番

叟と比べ、一人で演ずるというところが大きな特徴になっています。現在でも有

志の会によって継続的に練習と奉納が行われており、今後も継続されていく見込

みもあることから、今回指定の対象としたいということになります。 

文化財保護審議会は、３月11日開催される予定ですので、そちらで諮問をし、

答申を受けます。説明は以上です。 

■増田教育長 

説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

■増田教育長 

文化財保護審議会へ諮るに当たり、後継者の有無というのは、大きい要素にな

ってくるのでしょうか。 

 



 

 

■工藤文化財課長 

そうですね。実際に、民俗芸能などが継続して行われるのかどうか。仮に指定

したとしても、担い手がいないために、その翌年になくなってしまったのでは、

無形文化財ですので指定は難しいところです。逆に、今後指定したことによって、

何らかの要望があった場合に、行政として、何か助けるということを考えていく

ことができるかと思います。 

■増田教育長 

その他、いかがでしょうか。 

■相原委員 

いっとき、子ども会に依頼して、子ども三番叟で行っていたのですが、これも

子ども会の活動弱体化でできなくなりました。有志の方は、かつて子ども会で行

った経験がある方々ですね。もちろん外から来てくださった方もいるのですけれ

ども。今の倍くらいの人数がいても良いと思います。 

お宮さんのことなので、政教分離とか、そのようなことに抵触しないかという

ことが心配なのですが、その点はいかがでしょうか。 

■工藤文化財課長 

あくまでも、無形文化財としての位置づけですので、祭祀を指定するというこ

とではないです。仮にそれが祭祀であったとしても、伝統的に行われているもの

であれば対象にはなるかと思います。 

■増田教育長 

よろしいですか。それではお諮りします。議案第10号「市指定文化財候補の適

否に係る伊豆の国市文化財保護審議会への諮問について」は承認でよろしいでし

ょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■増田教育長 

議案第10号「市指定文化財候補の適否に係る伊豆の国市文化財保護審議会への

諮問について」は、承認されました。 

続きまして、日程第5 議案第11号「伊豆の国市指定史跡の指定解除に係る伊豆

の国市文化財保護審議会への諮問について」の説明をお願いします。 

 



 

 

■工藤文化財課長 

文化財課から説明いたします。議案第11号「伊豆の国市指定史跡の指定解除に

係る伊豆の国市文化財保護審議会への諮問について」です。 

先程の案件とは逆に、現在指定されているものを解除するということになりま

す。解除する案件は、大仁地区の御門にある久昌寺六角堂という史跡です。 

資料２ページの指定した時の調査票によると、江戸時代の地誌である豆州誌稿

の記述に基づき、この久昌寺六角堂、かつて久昌寺というお寺があったと。そこ

が伊豆の国分寺ではないかと考えられていました。その場所に、十王堂や六角堂

が残されていましたが、江戸時代に火事で焼失してしまい、また、記録類も焼け

てしまった。その後、その辺りに礎石がいくつか残っており、それをもって旧大

仁町時代に史跡に指定したという経緯です。 

伊豆の国市合併以来、旧３町の指定文化財を、各町ごとに指定の基準が違った

まま今まで引き継がれて来ているという側面があります。現在の伊豆の国市の基

準に照らして、不十分なものも中にはあるということで、これまでにも指定解除

が妥当ではないかという議論がありました。 

今回、久昌寺六角堂については資料３ページにあるように、地元の区長からも

解除について同意書をいただいていることもあります。また、資料２ページにお

示ししたように、現在の文化財保護審議会委員である笹原委員による調査結果に

も、史跡の指定基準に当たらないということで、解除が妥当であるという判断が

なされています。 

そもそも指定した当初の説明では、律令期まで遡る証拠がなければ、指定を維

持する理由がないということです。現在、礎石が残されているとはいえ、それも

元々の位置から動いてしまっているということもあり、そもそもその礎石がどれ

だけ真実性が高いものなのかということも不明です。また、該当することを証拠

立てるような文献資料、文書資料といったものも残存していないということで、

解除するという形になりました。 

史跡であるからには不動産ですので、何らかの範囲が設定されて然るべきなの

ですが、これはどこまでがその範囲なのかということも、はっきりしないという

こともありまして、今回指定解除が妥当という判断がなされたため、それを審議

するということでございます。説明は以上です。 

 



 

 

■増田教育長 

説明が終わりました。何かご質問はございますか。 

■相原委員 

礎石が抜き取られたというのは、申請が上がった頃と比較して、元々あった礎

石が移動させられたということでしょうか。 

■工藤文化財課長 

指定した後ということでなく、元々指定した段階で、既に原位置から動いてし

まっていたようだということです。そのため本来、元々どの位置にあって、どの

ような規模だったということが、最初から分からなかったので。 

■増田教育長 

久昌寺が存在したという文献は、何処かにあるのですよね。 

■工藤文化財課長 

それは、久昌寺そのものに伝わった一次資料ではなく、豆州志稿にそのような

ものが在ったということが記されています。豆州志稿は必ずしも全部正しいこと

が書いてあるという訳でもありません。二次資料になりますので、根拠的には弱

いです。 

■増田教育長 

他にはよろしいでしょうか。 

■小池委員 

文化財指定を受けていると、所在する地区でやらなければならないことなどは

あるのですか。努力を続ける何かとか。 

■工藤文化財課長 

指定されていることによってですか。 

■小池委員 

はい。 

■工藤文化財課長 

特にそういう義務などは発生しませんが、壊したり、別の用途に使うとか、そ

ういうことはしないということが前提です。何か金銭的な負担があるということ

はありません。逆に、指定が解除されたからといって、何か不利益を被ることも

特にはございません。 

 



 

 

■増田教育長 

よろしいですか。それではお諮りします。議案第11号「伊豆の国市指定史跡の

解除に係る伊豆の国市文化財保護審議会への諮問について」は承認でよろしいで

しょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■増田教育長 

議第11号「伊豆の国市指定史跡の解除に係る伊豆の国市文化財保護審議会への

諮問について」は、承認されました。 

続きまして、日程第6 議案第12号「令和５年度県費負担教職員の人事異動の内

申（案）について」の説明をお願いします。 

■久保田統括監 

＜略＞ 

□質疑 

 ＜略＞ 

■増田教育長 

よろしいですか。それではお諮りします。議案第12号「令和５年度県費負担教

職員の人事異動の内申（案）について」は承認でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■増田教育長 

議案第12号「令和５年度県費負担教職員の人事異動の内申（案）について」は、

承認されました。 

これで、本日予定されました付議事項につきましては、すべて終了しました。 

ここで、２月定例会を閉会といたします。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 ３月  日 

 

       署名委員               ○印 
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